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　 緒　論
問１．正しい方を○でかこんで下さい。　例　・誤    ４×５＝２０点
　　　①キリスト教教理においては「神学」と「教理」は明確に区別される。                                                        （正・誤）
　　　②教理とは、神に関する知識、および神と人間との関わりを扱う科学　　　　と言うことができる。　　　　　　　　　　　　　　（正・誤）

　　　③教理がないところにはクリスチャン経験も存在しない、と言える。
                                                        （正・誤）
　　　④聖書があれば、神学は不要である。　　　　　　　　（正・誤）
  ２．空欄に適当な語を補って下さい。　　　　　　　１６×５＝８０点
　　　①神学には多くの部門がある。□□神学（原語の真理を「引き出　　　　す」という意味）。□□神学（教理的解釈の発展を扱う）。　　　　　□□神学（諸信条の中に提示された信仰の根本主題に関わる)｡　　　　□□神学（聖書の数巻の中に真理が発展する過程をさぐり、さ　　　　らに各聖書記者によってどのように重要教理が提示されているかを　　　　明らかにする）。□□神学（明確な体系のもとに、主題ごとに　　　　分類されている）。
      ②神が人間の贖罪のために働かれる秩序を基礎として、次の主題に分　　　　類される。□□、□、□□、□□、□、□□　　　　□□、□□、□□、□□、□□、□□に　　　　関する教理。
ワーク ブック
	教会名
氏　名                                   年　　月　　日
	 採点
      点


　　第一章　　聖書
問１．空欄に適当な語を補ってください。            １０×５＝５０点
　　　①この地から天に至る道を人々に示す真理は、□から地に向けて送　　　　られたものでなければならない。換言すれば、人間には□□が　　　　必要なのである。
　　　②自然には、わたしたちが理性によって把握することができる□に　　　　関する□□がある。
　　　③神が人間に与える使信（メッセージ）を、□□によって送られ　　　　るということは理にかなっている。
　　　④人間理性によっては得ることができない□□を記録するに当た
　　　　って、神がご自身のしもべたちを□□されるということは当然
　　　　考えられる。
　　　⑤聖書は□□巻の書物から成り、約□□人の著書により、　　　　　□□□□年以上の期間にまたがり、種々の問題を網羅して　　　　いる。
　２．正しい方を○でかこんでください。 　　        ５×１０＝５０点
　　　①御言の中に示されている霊感の教理は、極めて簡単である｡
                                                         (正・誤）
　　　②霊感と啓明とは同義である。　　　　　　　　　　　（正・誤）
　　　③霊感は口述筆記を意味することになる。　　　　　　（正・誤）
　　　④聖書自体が、十全霊感を主張している。　　　　　　（正・誤）
　　　⑤啓示と霊感を区別することは困難である。　　　　　（正・誤）
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　　第二章  神
問１. 正しい方を○でかこんで下さい。              　５×８＝４０点
      ①聖書はいたるところで形式的証拠によって、神の存在を証明しよう　　　　としている。                                    （正・誤）
　　　②宇宙の広大さは、大能の創造者を必然的に認めさせ、その美しさ、　　　　意匠はその設計者、秩序はその立法者を指し示している。
                                                        （正・誤）
　　　③人間は「永遠の存在」を認めることはできない。　　（正・誤）
　　　④神の性質に関して、聖書は「霊」であるといっている｡(正・誤）
　　　⑤神の性質は、その「名」によって啓示されている。　（正・誤）
　２．空欄に適当な語を補って下さい｡            　 ３０×２＝６０点
　　　①神はその存在と□□と□□と□と□と□と□とに　　　　おいて□□、□□、かつ不変なる□である。（ウエスト　　　　ミンスター教理問答）
　　　②神は人格をもつ□である。神は考え、感じ、語る。その故にご自　　　　身の□□□に創造された□□□と直接的な□□　　　　　□をもつことができる。
　　　③神は宇宙との関係においては□□である。神は□□である。　　　　すなわち、神は空間に制約されない。神は□□である。この属　　　　性を考えると大きな慰めがある。
　　　④神の道徳的被造物とは、□□のことである。この関係において、
　　　　神はご自身を、□なる方として示しておられる。
　　　⑤神は□をもって干渉されるばかりでなく、また人に□を要求さ　　　　れる。
　　　⑥神の□□□□は、被造物の窮状に対して示される神の□　　　　□である。
　　　⑦聖書は、神が□□であってほかに神は存在しないことを教えて　　　　いる。神の単一性は、三つの異なる□□から成り、それぞれの　　　　位格は神であり、なお他の二位格を強く意識する□□である。
　　　⑧□□□□は、永遠の交わりである。この教理は、神の内的　　　　性質に関するものである限り、□□によらなければ明らかにさ　　　　れない。
　　　⑨父なる神は、□□□である。しかし、神は□□において　　　　可視的存在となられた。そして、神は□□を通してこの世にお
　　　　いて働いておられる。                                       
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　　第三章  天使論
問１. 正しい方を○でかこんで下さい。              　６×５＝３０点
　　　①天使は人間と違って、被造物ではない。            （正・誤）
　　　②天使は霊的存在であって、自然界からの制約を受けない。
                                                        （正・誤）
　　　③天使には人間のような性別はないが、人格はもっている。
                                                        （正・誤）
　　　④天使の存在目的は、神と人とに仕えることである。　（正・誤）
　　　⑤サタンは天使論に含まれない。　　　　　　　　　　（正・誤）
　　　⑥悪魔とは字義的に「誹謗する者」という意味である。（正・誤）
　２．空欄に適当な語を補って下さい。　　　　　　　１４×５＝７０点
　　　①天使は、全能の神の力によって無から□□出されたものである。　　　②天使は、□であって、肉体的な制限がない。また、□に支配さ　　　　れない存在である。その数は多く、□□と言われている。
　　　③その働きにより、神の□□□（審判の執行）、神の□□　　　　（伝達）、神の□□□（仕える霊）、と呼ばれている。
　　　④□□□とは字義的には「反逆者」という意味であり、その性　　　　格を表している。聖書は□□の起源について述べていないが、
        その□□と□□を明らかにしている。
　　　⑤サタンは神の働きに□□する。
　　　⑥主イエスがこの世に来られたのは、□□の力から人々を解放し、
　　　　彼らを神の□□の支配のもとに置くためである。
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　　第四章  人間
問１．正しい方を○でかこんで下さい。                ５×５＝２５点
　　　①正しい人間観は、人間論の研究によって得られる。  （正・誤）
　　　②人間の創造主ほど、人間を知っている方は他にない。（正・誤）
　　　③人間は神に似せて創造された。性格と人格において神のように造ら　　　　れた。                                          （正・誤）
　　　④神に似ることとは、見えない神のみかたちであるキリストのように　　　　なることを意味する。                            （正・誤）
      ⑤人間の堕落は、神のみかたちを失い、損なうという結果をもたらし　　　　た。これは人間の知的、肉体的能力の喪失を意味する｡(正・誤）
　２．空欄に適当な語を補って下さい。　　　　　　　１５×５＝７５点
　　　①人間の起源に関して、聖書は特別な□□の教理を教えている。　　　　これに対立するものは□□□である。
　　　②人間は二つの要素から成っている。□□□と呼ばれる物質的　　　　要素と□□□□要素である。
　　　③□は、人間の命の中心であり源泉である。□とは人間を既知の　　　　すべての被造物から区別する要素である。□は人間のより高度の　　　　性質を現すものであるから、□□に深い関わりを持つ。
       ④神がその鼻に命の息を吹き込まれたので、神を□□、□□、
　　　　 □□□ことができる性質が与えられたのである。この神の
　　　　□□□□により、人間はみな創造において□□□な
　　　　のである。しかし、罪によってこの□□□□は損なわれて　　　　いるので、□□□□□ことが必要なのである。
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　　第五章  罪
問１．正しい方を○でかこんで下さい。                ６×５＝３０点
　　　①聖書は、罪の現実性を論じる必要を説いている。　  （正・誤）
　　　②聖書には、罪とは何かが示されている。また、その救済策が与えら　　　　られてる。                                      （正・誤）
　　　③無神論は神を否定するが、厳密には罪は否定しない。（正・誤）
　　　④罪にあたる原語は「的はずれ」を意味する。　　　　（正・誤）
　　　⑤罪は神の律法に背く行為であり、罪とは神から離れている状態を言　　　　う。                                            （正・誤）
　　　⑥罰としての「死」、「滅亡」は人格の消滅を意味する｡(正・誤）
　２．空欄に適当な語を補って下さい。　　　　　　　１４×５＝７０点
　　　①罪を否定する傾向を支える説に、□□□、□□□、　　　　　□□□□、□□□などがある。
　　　②罪の起源は、□□□の中に描写されている。
　　　③罪人は、自分の行った悪の行為の故に、自分に□をもたらし、更　　　　に神の身前に□□を負う。
　　　④イエス・キリストがこの世に来られたのは人間が神のかたちに□
　　　　□□されることによって、神に似た姿を完全に□□す
　　　　るためであった。
　　　⑤罪に関して：生まれながらの罪を□□と言い、それに続く、責
　　　　任ある時代に犯した罪は、□□□□として知られている。
　　　⑥人間は永遠□□の可能性を備えた者として創造された。もし人　　　　間が神の□□に従ったならば、□□ことはなかったという　　　　ことである。
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　　第六章  主イエス・キリスト
問１．正しい方を○でかこんで下さい。                ５×５＝２５点
　　　①本書は、キリストの性質を知る方法として、名前や称号を学ぶこと　　　　を奨めている。　  　　　　　　　　　　　　　　　（正・誤）
　　　②聖書はイエスが幼児期にキリストとしての意識を持っていたと記し　　　　ている。                                        （正・誤）
　　　③永遠の神のことばは、人間の性質をとり、人間となったのである。　　　　それは人間の人格を通して永遠の神を啓示するためであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（正・誤）
　　　④御子が、わたしたちと同じ性質を取られたのは、その性質に栄光を　　　　与え、天の最終目的にふさわしいものとするためである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（正・誤）
　　　⑤従ってイエスの死は重要教理ではない。　　　　　　（正・誤）
　２．空欄に適当な語を補って下さい。　　　　　　　１５×５＝７５点
　　　①「あなたは、□□□□□□□□□□□□」　　　　という告白を、主は祝福される。
　　　②イエスは□としての大権を当然保有している者として行動され
　　　　た。
　　　③キリストはその「□□□」である。なぜなら神はキリストに　　　　よってで自分の活動、意志、目的を□□されたから、また、キ　　　　リストによって神は□□□と接触されるからである。
　　　④キリストは本質的に常に□であられた。しかし、□と呼ばれる　　　　のはその業績によってである。
　　　⑤「人の子」は人間としての□□と□□□という特質を強
　　　　調するために用いられる言葉になった。しかし、同様の呼称は時
　　　　にこ　　□□をも表している。
　　　⑥新約聖書中、最も重要な出来事と中心教理は、「キリストが････
　　　　□□□□□□□□□□□□□□□　　　　□」という句に要約される。
　　　⑦キリストの復活は□□□□が真実であり、人間は過去の　　　　　□□□□を見出し、そして神との平和を持つことができる　　　　ということを意味する。
　　　⑧復活は、個人の□□の保証を与え、未来の□□の確実性を　　　　意味する。
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　　第七章  贖罪（あがない）
問１．正しい方を○でかこんで下さい。                ５×３＝１５点
　　　①贖罪と犠牲は切り離すことができない。　　　　　  （正・誤）
　　　②犠牲の制度は人間が罪を犯してから考え出したものである。
                                                        （正・誤）
　　　③贖罪の必要性は、神のきよさと人の罪に由来する。　（正・誤）
　　　④キリストが、人間の罪のために死んで下さった時、罪の罰としての　　　　死に服されたのである。
　　　⑤贖罪によって信じる者は過去の罪のとがめから解放されたが、罪の　　　　力から自由になることはできない。　　　　　　　　（正・誤）
　２．空欄に適当な語を補って下さい。　　　　　　　　１７×５＝８５点
　　　①□□という言葉の中に、キリストの死の意義を解く鍵がある。
　　　②旧約の犠牲は、□□ものである。そうでなければ、□□　　　　　□□□制定されなかったであろう。犠牲は神のご計画の中の　　　　ある□□を達成した。犠牲は□□□□□となり、再　　　　び恵みを受ける立場にもどれること････。
　　　③新約の犠牲は□□□いる。動物の犠牲は神の制定によるもの　　　　であるが、人間の魂の重さに匹敵することがなく、魂の贖罪に対す　　　　る□□□□は全く無い。
　　　④贖罪の効力には、1.□□□□□、2.□□□□　　　　　□□、3.□□□□□□、4.□□□□の賜　　　　物、5.□□□□□が挙げられている。
　　　⑤「イエスはわたしたちの罪のために死なれた」というが、どういう　　　　意味においてか！1.□□、2.□□、3.□□□、4.　　　　　□□□□、5.□□の意味をもっている。
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　　第八章  救い
問１．正しい方を○でかこんで下さい。                ５×４＝２０点
　　　①この章で扱う「救い」は、すくなくとも、義認、新生、聖化という　　　　三つの面を含んでいる。　　　　　　　　　　　　　（正・誤）
      ②この救いは神の一方的なわざであるから、人間の側の条件を満たす　　　　必要は全くない。                                （正・誤）
　　　③「回心」とは、最も単純に言うと、罪から神へ方向を変えることで　　　　ある。                                          （正・誤）
　　　④聖化とは、罪からの分離と神への奉仕・献身の両面を含んでいる。
                                                        （正・誤）
　　　⑤いかにしても神は、罪人を正しい人のように扱うことはできない。
                                                        （正・誤）
　２．空欄を適当な語で補って下さい。　　　　　　　１６×５＝８０点
　　　①「義認」は□□用語で、神は□□□であり、キリストは　　　　□□□であり、罪は□□の侵犯、贖罪は□□の支払　　　　いであり、□□□□は認罪を想起させる。
　　　②「救い」は、客観的＝□□□であり、また、主観的＝□　　　　　□□なものである。義とされる、とは先ず第一に、□□の　　　　変化である。
　　　③聖書は、救いの条件として□□□□と□□を挙げてい　　　　る。
　　　④聖化のための神の手段として；1.□□□□□□、2.　　　　　□□、3.□□□□□が挙げられている。
　　　⑤新約聖書は、真の□□□□□を教え、クリスチャンはキ　　　　リストにあって守られまた□□することが保証されている。
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　　第九章  聖霊
問１．正しい方を○でかこんで下さい。                ５×５＝２５点
　　　①書簡の一部を除き、新約聖書のすべての書は、聖霊の働きに言及し、　　　　すべての福音書が、聖霊の注ぎの約束をもって始まる｡(正・誤）
　　　②聖霊の教理は、聖書の中の位置から判断しても、最も重要な教理で　　　　ある。それにもかかわらず、なおざりにされたことを認める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（正・誤）
　　　③神の霊は位格を持たない行為者である。　　　　　　（正・誤）
　　　④キリストの霊、神の霊および聖霊の間には本質的相違がある。
                                                        （正・誤）
　　　⑤聖霊は三位一体の神の第三位格として、創造から贖罪計画の全般に　　　　関わっている。                                  （正・誤）
　２．空欄を適当な語を補って下さい。　　　　　　　１５×５＝７５点
　　　①聖霊は人間を□□し、保持しておられる。神に仕える者であれ、　　　　そうでない者であれ、□□□□□は神の霊の創造の力に　　　　よってささえられている。
　　　②メシヤの来臨に関連して；メシヤは□□を授ける方である。こ　　　　の事実が彼をメシヤとし、□□□の創始者とするしるしであ　　　　る。新しい時代の大きな祝福は、□□の傾注でなければならな　　　　い。
　　　③個人に関連した御霊の働きとして、キリストを拒む者たちに、神に　　　　対する□を□□めさせるように働きかけられる。□□　　　　　□□□を指摘し、また□□□□□□を明らかに　　　　される。
　　　④□□における聖霊の働きは、はじめに、神の霊が人間のからだ　　　　に対して働きかけられた創造の業によって例証することができる。
　　　⑤力の付与に関して；この約束は聖霊による□□□□□と　　　　呼ばれる体験であって、新生体験後に証しの力として求めるべきも　　　　のである。その最初の証拠は□□を語ることである。この体験　　　　後も継続的に□□に□□□□□ことを求むべきであ　　　　る。また、聖書は奉仕のために様々な□□を求めるべきことを　　　　教えている。
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　　第十章  教会
問１．正しい方を○でかこんで下さい。                ５×４＝２０点
　　　①教会は、イエス・キリストに従う者たちの共同体であって、福音伝　　　　達により神の国の現実化のために働くものである。　　 (正・誤）
　　　②「教会」とは、イエスに呼び集められた人々を意味する言葉である。                                                          （正・誤）
　　　③教会の歴史的誕生をペンテコステの日とする。　　　　（正・誤）
　　　④教会の会員となる条件は、水のバプテスマである。　　（正・誤）
　　　⑤教会と神の国とは同義語である。　　　　　　　　　　（正・誤）
　２．空欄に適当な語を補って下さい。　　　　　　　　２０×４＝８０点
　　　①地上における教会の働きは、1.世の人々に□□□□□､2.　　　　神に対して□□を行い、3.□□□□□□を持ち､4.　　　　□□□また□□□としての役割を果たす。
　　　②教会には主イエスによって命じられた、□□□□□と　　　　　□□という重要な儀式がある。これらを、□□という。
　　　③教会は本質的に、キリストの命を受けて生み出された□□□　　　　□□□□□であり、教会によってキリストはなお、この　　　　世に□□される。神はかつて幕屋と神殿にお住みになったよう　　　　に今は、御霊において□□にお住みになっている。クリスチャ　　　　ンたちは、この□□□において、霊の供え物を献げる。
　　　④新約聖書には、キリストご自身によって任命された□□をはじ　　　　めとし□□□、□□□、□□、□□などの働　　　　人が教会に与えられた。奉仕者の中には□□や□□と呼ば　　　　れた人々もいた。執事たちは、聖餐の執行に当たり長老たちを補佐　　　　した。
　　　⑤主は教会を生きている□□□とされたのである。
ワーク ブック
	教会名
氏　名                                   年　　月　　日
	 採点
      点


　　第十一章  終末の問題
問１．正しい方を〇でかこんで下さい。                ５×５＝２５点
　　　①「終末の問題」は、神のみがお答えになれる。そして神は、聖書の　　　　中で答えておられる。　　　　　　　　　　　　　　（正・誤）
　　　②わたしたちは、創世記において、世界、生命、人間、罪、死、社会　　　　の初めを読む。                                  （正・誤）
　　　③個人の死は、終末論には含まれない。　　　　　　　（正・誤）
　　　④中間状態とは、復活後の存在様式のことである。　　（正・誤）
　　　⑤クリスチャンは、復活と携挙の後に「不滅性」を持つ｡(正・誤）
　２．空欄に適当な語を補って下さい。              １５×５＝７５点
　　　①人間は、□と□□□によって構成されている以上、□　　　　　□□□も両者を生かすものでなければならない。したがって　　　　□□が必要である。
　　　②もし、キリストが死人の中からよみがえらなかったとすれば、パウ　　　　ロの□□は空虚なものである。もっと悪いことに、それは□　　　　□であり、人を迷わすものである。従って、□□と□□　　　　は救いに必須の心理である。
　　　③キリストの□□に関しての記述は、最初の降臨の記述の八倍に　　　　も及ぶと言われるほど、再臨は新約聖書の最も重要な教理である。
　　　④キリストにあって死んだ者は、キリストが再びおいでになる時、　　　　　□□□□□□□□からである。
　　　⑤その正確な時は、神のご計画の中に秘められている。それは□　　　　　□□の時が知らされていないことと同様な意味による。
　　　⑥キリストの□として働きは再臨において始まり、それによって、　　　　天と地の住民はみな一つの偉大な□□□□を形成し、そこ　　　　において神はすべてのもののすべてと成られる。しかしながら、キ　　　　リストはなお、□にして□として神の統治に参与される。なぜ　　　　なら「その支配は限りなく続く」からである。

